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事務事業名 医師確保対策事業費
目標設定日 令和2年3月1日

部・局

事務事業マネジメントシート（令和２年度目標設定） 事務事業№ 020103

健康福祉部

総合
計画
体系

基本政策 2 支えあい健やかに暮らせる健康長寿のまちづくり 課・室 健康づくり課

施策 02 医師確保対策 内線電話 368

保健衛生費 実施期間

目 １目 保健衛生総務費 平成18年度

政策 02 地域医療体制の充実 係 保健医療推進係

令和２年度
の活動指標
アウトプット

活動内容 活動量

医学生への奨学資金の貸付 4人分

医師への研究資金の貸付 1人分

予算
体系

会計 一般会計 実施計画

款 ４款 衛生費 計上

項 １項

目指す姿

対象（誰のために) 意図（どのような状態にしたいのか）

患者 いつでも安心して市内で医療が受けられる

妊婦 市内で安心して出産できる

現状・課題

予算額

当初予算 円 22,255,000 22,255,000 17,604,000

17,604,000

医学生に奨学資金を貸し付けることにより、北信総合病院の将来的な医師の確保を図る。また、産
科医を確保するため、分娩手当に対し補助金を交付している

市が行う理由
及びその根拠

任意的自治事務
中野市地域医療従事医師奨学資金貸付条例、中野市医師研究資金貸付
条例、長野県産科医等確保支援事業補助金交付要綱ほか

事務事業概要
医学生に奨学金、医師に医師研究資金の貸付を行い、また産科医の分娩手当に対し補助金を交付す
る

項　　目 単位 平成30年度 令和元年度

産科医の分娩手当に対し補助金を交付 2医療機関

令和２年度

補正・流用等 円 －

合計 円 22,255,000 22,255,000

2,666,000

決算（見込）額　Ａ 円 15,619,200 12,352,100 －

財源内訳

国庫支出金 円

9,500,000

一般財源 円 13,209,200 819,100 5,438,000

市債 円 8,700,000

その他特定財源 円

正規職員数 人 0.27 0.27 0.26

県支出金 円 2,410,000 2,833,000

総事業費　Ａ＋Ｂ 円 17,356,380 14,091,440 19,278,920

市民１人当たりコスト 円 406 331

人件費　Ｂ 円 1,737,180 1,739,340 1,674,920

455

成果指標　アウトカム 方向 平成30年度 令和元年度 令和２年度

イ
ン
プ
ッ

ト

事
務
事
業
コ
ス
ト R２は予算額

成果 1 人 0 人 －

目標 1 人 1

－ ％ 100.0 ％ 100.0 ％

人 2 人
北信総合病院に勤務した医学生 維持

成果 維持する

引き続き医師確保のため事業を推進する

成果指標と目標値
を設定した理由

基幹病院である北信総合病院の医師が充実することにより、市民が安心して医療サービスを受
けられる医療体制が図れるため。また安心して出産できる環境を整えるため

令和２年度の
実施方針

例年どおり実施 活動量 維持する コスト 維持する

成果 － ％ 100.0 ％ －
分娩補助該当の申請に対する補助
率

増加
目標



健康福祉部

課・室 健康づくり課

係 保健医療推進係

事務事業名 医師確保対策事業費

部・局

令和２年度　業務スケジュール

１月 ２月 ３月

中野市内の臨床研修病院の指定を受
けた病院（北信総合病院）に医師と
して従事しようとする医学生に対
し、月額20万円を限度に奨学金の貸
付を行う。

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月活動内容 ４月 ５月 ６月

中野市内の臨床研修病院の指定を受
けた病院（北信総合病院）に従事し
ようとする県外在住の医師に対し、
600万円（3年資金）、又は400万円
（2年資金）を研究資金として貸付を
行う。

産科医の処遇改善を目的として支給
される分娩手当等に対し、補助を行
う。

▼更新者の書類提出

▼書類審査→交付決定

貸付金の支給（毎月）

▼奨学生合同懇談会

新規貸付者の募集・受付（随時）新規貸付者の募集広報

事業計画の受理▼

補助金交付申請▼

補助金交付内示▼実績報告▼

補助金交付▼

【事業者】

県へ実績報告

補助金交付内示▼

補助金請求▼
県へ補助金交付申請▼

県へ事業計画の提出▼

【市】


